
転倒災害は、どのような職場でも発生する可能性があります。職場での転倒の危険
性は、働くすべての人が問題意識を持つて原因を見つけ、対策をとることで減らす
ことができます。「転倒」という身近なテーマから職場の安全意識を高め、安心し
て働ける職場環境の実現に向けて、「SToP!転倒災害プロジェクト2015Jを開
始します。

【主唱者】
厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働
災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、港湾貨物運撲事業労働災害防止協会

【プロジェクト実施期間】
平成27年 二月20日から12月 31日まで
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「SttoP:転倒災害特設サイ ト」を開設します !

転倒災害の現状からその対策まで、事業場での取り組みに役立つ情報を集約してご提供します。

<厚生労働省 ホームページ>
「S tto P!転倒災害プロジェクト2015」 で検索

1転倒災害防止に向けたさまざまな対策の紹介
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０一討転倒災害の防止に効果のあった事業場の取組好事例、転倒災害防止に役立つ保護具や用具などを紹介してい

(資料出所 :中央労働災害防止協会)

転倒を防ぐための実習を交えて基礎知識を身につけるセミナー、転倒災害防止の基本となる「4S活動」や
「KY活動」をテーマとした研修を実施します。

職場の安全、安全週間に関する情報はこちらでも発信しています :

中央労働災害防止協会 htD:〃WWW,1む ha.oniD/

〈菫螢後の職員のな見〉

・菫螢してあるので

"=■
のうちに注なしてしまう。

・腱繊●所に近づくと色いていても自盤にスピー時 饉める。
・菫強●所を見ると■段で転倒しそうになったことを思い出す。

2転倒予防の知識養成セミナーの紹介
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あなたの職場は大丈夫 ?転倒の危険をチェックしてみましょう

転倒災害防止のためのチェックシート

チェックの結果はいかがでしたか? 問題のあつたポイントが改善されれば、きつと
作業効率も上がつて働きやすい職場になります。

どのように改善するか「安全委員会」などで、全員でアイデイアを出し合いましよう !

チェック項目 団

1
身の回りの整理・整頓を行つていますか

通路、階段、出口に物を放置していませんか
□

2
床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、

その都度取り除いていますか
□

3
段差のある箇所や滑りやすい場所などに

注意を促す標識をつけていますか
□

4
安全に移動できるように十分な明るさ (照度 )

が確保されていますか
□

5
ヒヤリノヽット情報を活用して転倒しやすい

場所の危険マツプを作成し、周知していますか
□

6
職場巡視を行い、通路、階段などの状況を

チェックしていますか
□

7
荷物を持ちすぎて足元が見えないことは

ありませんか
□

8
ポケットに手を入れながら、人と話しながら、

携帯電話を使いながら歩いていませんか
□

9 作業靴は、滑りにくさを考えて選んでいますか □

10
ス トレッチ体操や転倒予防のための運動を

取り入れていますか
□



仕事中に転倒して4日以上仕事を休む方は、年間26′000人ほどで、労働災害の
種類では最も多くなつています。特に高齢者が転倒した場合は重症化する害J合が
高く、日常生活での不慮の事故による死因の中でも、転倒 0転落死は交通事故死
を超えています。
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出典 :厚生労働省人口動態統計「死因別死亡者数の推移」
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あり整の   L このような資害が起こってら1春せんか?
「事故の型別死傷者数の推移」

業 種 災書の発生状況

晦

空の容器を抱えた状態で従業員通路の階段
を降りていた時に、足元が見えず階段を
踏み外してバランスを崩し転倒した。

ケガの程度

休業 2カ月

対策のポイント

□運ぷ容器を小分けにするなど足元が見えるようにする
口大きな荷物を運ぶときは台車を使用する
□危険筒所には表示して注意を促す
□階段の昇降はゆつくりを心がける

業 種 災豫劇‖ヒ期間

小売業

グ は

休業 1カ月半

対策のポイント

□通路に物を置かない、整理・整頓をする
□作業通路を定め、定期的に職場を巡視する
□危険箇所には表示して注意を促す

業 種 災書の発生状況

自動車製造業

帰宅のため会社の事務所から駐車場ヘ
向かう途中に、凍結した路面に足を滑ら
せ転倒し、尻もちをついた。

ケガの程度

休業 1カ月

対策のポイント

□敷地内の通路を除雪する、融雪剤を散布する
□■道や凍結路面に適した滑りにくい靴を履く
□足元が見えにくい箇所は照明を設置して注意を促す
□身体を強打しないよう、クッション性のある帽子・衣類を着用する

業 種 災書の発生状況

小売業

ケガの程度

休業 10日間

対策のポイント

□作業の都度、床の油などは放置せず取り除く
□滑りにくい靴底の履物を着用する
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積雪・凍結などの転倒災害のリスクが高くなる冬期間は、以下の対策が
特に重要です。

◇天気予報に気を配ろ

寒波が予想される場合などには、労働者に周知し、早めの対策を

実施しましよう。

◇時間に余裕をもって歩行、1年業を行う
天候による交通機関の遅れが見込まれる場合は、時間に余裕をもつて

出勤するようにし、落ち着いて作業をするように心がけましよう。

屋タトでは、Jヽさな歩幅で到ヒの裏全体を付けて歩くようにしましよう。

◇駐車場の除雪0融雪:き万全に、出入口などに注意する

駐車場内、駐車場から職場までの通路を確保するため、除雪や融雪剤         ⌒

の散布を行いましょう。また、出入口では転倒防止用マツトを敷き、

夜間は照明設備を設けて明るさ (照度)を確保しましよう。

◇職場の危険マッ■の作成、適切な履物、歩行方法などの教育を行う

職場内の労働者が転倒の危険を感じた場所の情報を収集し、労働者への

教育の機会に伝えるようにしましょう。また、作業に適した履物、雪道

や凍つた路面上での歩き方を教育しましよう。

<ヒートマツトの設置例>

雪道を安全に歩くには、覇L選びが大事 :

<靴週びの3つのポイント>
>防滑性 :靴底が滑りにくいこと
(やわらかいゴム底のものは、ゴムがすり減つていないかも

しつかり確認しましよう)
>撥水性・防水性 :水分が靴の中に入り込まないこと
>保温性 :靴の中を温かく保てること

このほかにも、朝ヒの重量やノヽランス・屈曲性・つま先の高さも

ポイントになります。

柔らかいゴムを使つた
靴底は、路面に対する
密着力が強いため滑り
にくくなつています。
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